
令和元年度　佐賀市立小中一貫校北山校　学校評価結果

１　学校教育目標

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

○生徒指導

あいさつ、返事
言葉遣い
掃除指導の徹底
立腰

・「児童生徒は、友達や先生・地域の
方々へのあいさつ、返事、言葉遣いがき
ちんとできている」と回答する保護者・教
職員・児童生徒を95%以上にする。

・「あいさつ、返事、言葉遣い」についての指導を、年度初めに全校
集会、学級指導、部活動を通し徹底する。また、年間通して全校集
会の際に「あいさつ、返事、言葉遣い」についてふれ、意識の継続
を促す。
・言葉遣いについては、道徳、人権･同和教育とも関連させながら
継続した指導を行っていく。

・アンケート項目「あいさつ・返事」項目の4段階表評価では、「きちんとで
きている」と「だいたいできている」を合わせると児童生徒は90.4％、保護
者の評価は80.8％であった。児童生徒、保護者共に、昨年度より下回っ
た。
・同様に「言葉遣いがきちんとできている」項目評価では、児童生徒は
92.3％だったが、保護者の評価は69.2％で昨年より2.3％下回った。

・年間を通して継続的に「あいさつ、返事、言葉遣い」や「立腰」の指導を
行い、児童生徒の意識を持続させていきたい。特に、各学期中盤に「あ
いさつ、返事、言葉遣い」や「立腰」をふり返る場を設定し、意識の高揚
を図りたい。また、児童生徒会での毎月の「あいさつ運動」の取り組みに
加え、正しい「立腰」の仕方を周知し、確実に実行していく手だてを行う。
地域の方々には、引き続き通学時の立番指導でのあいさつの啓発をお
願いし、「あいさつ溢れる北山」にしていく。

道徳教育の充実

・道徳の時間を要に、各教科、特別活
動、学校行事など教育活動全体を通じ
て、児童生徒の豊かな心作りに取り組
む。

・小学部では年間指導計画をもとに、また、中学部では年間指導計画をも
とに生徒の実態に合わせて重点項目を設定し、各教科、特別活動、学校
行事などと関連させながら総合的に指導を行っていく。
・年に１回ふれ合い道徳の授業を全クラスで公開し、家庭や地域の方々に
学校の取り組みを知ってもらうと共に、家庭、地域との連携を図る。

・本年度より中学部でも、道徳が特別の教科になったこともあり、年間計画を基にして担任と
副担任が交互に授業を行うことにしたが、生徒の実態や状況に応じて、題材を替えて取り組
むこともあった。
・デジタル教科書が導入されたので、電子黒板を活用し、目と耳で考える道徳を行うことがで
きた。しかしながら、学校行事などと関連させることも大切であると同時に、授業としての時数
を確保することが課題である。
・全クラスでふれあい道徳に取り組むことができ、家庭や地域の方々にどのような道徳指導
を行っているのか知ってもらえた。

・来年度も道徳教育を充実させるために、本校の課題の１つであ
る「あいさつ、返事、言葉遣い」を重点目標とし、指導の中心に据
える。
・道徳の授業では、ペアやグループで自分の考えを話す場を設
定し、児童生徒が友だちとのやり取りを通して多面的、多角的な
見方や考え方に触れることができるようにする。

人権･同和教育の充
実

・職員アンケートにおける人権・同和教育
の充実について、「よくできた」の割合80%
以上にする。

・人権集会や平和集会、人権作文や標語、全校でのぽかぽかの木
の取り組み等で児童生徒の人権意識を高める場を設定する。
・「北山校みんな仲良し宣言」を児童生徒に意識させた人権教育の
実践を行っていく。
・「自他を大切にすること」の視点を大事しながら、児童生徒の人権
への意識を高めるような実践を行う。

・11月下旬に講師を招いて人権教育講演会を実施し、12月中旬にかけて人権週
間の取り組みを行った。ぽかぽかの木の取り組みでは、相手を思いやる心や相
手のよさを見つけることを意識させた。
・毎月の児童生徒会では、「人権」「いのち」をテーマに各学級の実践を報告し合
うことで、人権尊重の共有化を行い、人権意識の向上を図ることができた。
・「いじめのない、互いに支え合うような支持的風土づくり」の職員アンケートで
は、「よくできた68.4％」「だいたいできた26.3％」と合わせて94.7％であった。

・次年度は人権意識を育てるためにさまざまなテーマで実践を行い、系
統性のある人権教育計画を立て、学年に応じた人権学習を実践する。
・全職員で子どもたちの課題を把握し、全職員が共通認識の下、自己有
用感を育む人権学習や自他を大切にする心が育つ人権学習を育てる。
・ＬＧＢＴなど社会の変化に伴うさまざまな課題を積極的に職員研修や児
童生徒への講話などに取り入れ、更なる人権意識の向上につなげる取
り組みを実践する。

●志を高める
教育

夢や目標の実現に向
けて努力する気持ち
を高める教育活動の
推進

・児童生徒が自らの将来に夢や希望をもち、周り
の人々とかかわりながら主体的に生きようとする
意識と態度を育てるキャリア教育を推進する。
・系統性と連続性を重視した９年間の一貫した生
き方指導の指導計画を立案、実践することによ
り、発達段階に応じて身に付けるべき社会性を系
統的に育成していく。
・働くことの大切さや、人のために役立つことの喜
び、友だちとの仲間意識や思いやりなどを学ぶた
めに、学齢に応じて体験学習を行う。

【前期】
・係や当番の仕事に責任をもって取り組む。
・３・４年生は前期ブロック集会を計画し、運営する。
・町探検を行い、地域で働く人々のことを知る。
【中期】
 ・地域の「産業」をテーマに総合的な学習を行い、関係施設の見学や調査研究等
を行う。
・デイサービス訪問を行い、介護の実際にふれるとともに、地域のお年寄りとの交
流を楽しむ。
 ・職業人や先輩に学ぶ機会を通して、自己の進路について考える。（７年・８年）
【後期】
・８・９年合同の高校説明会を行い、自己実現のための進路計画を考える。
・農業施設見学、看護体験、職場体験を通して、職業に対する理解を深める。 （８
年）
・北部保育園で保育体験を行う。（９年家庭科）

・アンケート項目「楽しい教育活動」では、児童生徒が86.5％、保
護者90.4％、教職員85.0％肯定的に回答している。
・前期は、学級での自己の役割を意識し活動することができてい
る。
・中期は、地域の実情を知るための活動として総合的な学習の
時間に「観光業」が加わり、より多面的な視点をもつことができ
た。
・後期は、中学校卒業後の自己の姿がイメージできるよう、進学・
職業についての学習に早くから取り組むことで、進路実現に向け
て努力しようとする意識がもてた。
・９年間を見通し、発達段階に応じた指導を行うことができた。

・今年度、新たに加わった項目であり、評価項目への理解
が曖昧で具体的方策が定めにくかった。何を目的とし、ど
のような場面で、どのような指導を行うのかを明確にする。

●いじめの問
題への対応

月１度の集会の充実
生活アンケートの活用
全職員で未然防止・早
期発見・早期対応の取
組

・思いやりのある人間関係を作り、いじめ
のない学校にする。

・月に一回、いじめいのちを考える日として、集会を行う。
・いじめアンケートを定期的にとり、また日常の細かな観察を併せ、
早期発見、早期対応をしていく。

・「いじめのない支持的風土づくり」項目評価は児童生徒が
82.7％、保護者が98.1％、教職員94.7％であり、児童生徒
及び教職員で昨年度を下回った。いじめアンケートや児童
生徒への聞き取りなどにより、いやがらせの発言やいじめ
事象を発見し、指導したことによると考えられる。

・月初の「いじめ・命を考える日」では「みんな仲良し宣言」を全校児童生徒で唱和
したり、各月の学年発表では全校みんなで「人権」について考えたりすることを通
して、「いじめのない学校・命を大切にする学校」をめざす。
・定期的ないじめアンケートでの確認はもとより、日頃の児童生徒の言動や行動
の様子の観察を、更にきめ細かく行っていくことで、いじめの未然防止や早期発
見を図っていく。

支持的風土づくり
(自己肯定感)

・「毎日、学校で楽しく過ごしている。」「友
達、下級生に対して思いやりの心をもっ
て接している。」と回答する児童生徒の
割合を90%以上にする。

・帰りの会で、「今日のスマイル」（お互いの良いところ）を発表し合
い、自己肯定感を高めさせる。
・子ども支援会議で生活実態アンケート「友達の良かったところ」を
共有し、全職員で児童生徒を褒めて育てる。

・各学級ごとに帰りの会で、「今日のスマイル」（お互いの良いところ）を
発表し合い、自己肯定感を高めさせる活動を行った。
・「学校が楽しい」と回答する児童生徒の割合は86.5％であった。また、
「相手がいやがる言葉を言ったり、いやがることをしたりしませんでした
か。」と回答する児童生徒の割合は82.7%であった。

・次年度も継続して各学級ごとに帰りの会で、「今日のスマ
イル」（お互いの良いところ）を発表し合い、自己肯定感を
高めさせる活動を行う。
・道徳や学級活動の時間を使って、思いやりの心を育む授
業を行う。

交流学習の充実
(直接交流・遠隔地交
流)

・「よその学校との交流学習で、進んであいさつしたり、
話しかけたりできた。」という児童生徒の割合を90％以
上にする。
・「テレビ会議交流を通して、発表したり、質問したり、答
えたりする力がついてきた。」という児童生徒の割合を
85%以上にする。

・直接交流は、小学部は北山東部小と年2回の授業交流と合同の
バス旅行、中学部は市内中学校・ろう学校と年１回行う。
・テレビ会議システムを使った海外の学校との授業交流は、小学
部は豪州リズモア校、中学部はシェパトン校と、延べ年間１８回を
めどに交流授業を行う。学習内容と交流内容をつなげ、学習で身
につけたことが発揮できるような交流を進める。

・「よその学校との交流学習で、進んであいさつしたり、話しかけ
たりできた。」という児童生徒の割合は92.1％で、昨年度の83.6％
を8.5％上回って達成できた。
・「テレビ会議交流を通して、発表したり、質問したり、答えたりす
る力がついてきた。」という児童生徒の割合は84.3%であった。

・直接交流前に、交流の目的をきちんと理解させ、個々にめあてを立て
させる等、丁寧な事前指導を行う。
・テレビ会議システムを使った海外との交流では、限られた時数の中で
交流準備を行わなければならないので、テキストの内容と交流内容をう
まくつなげた活動を引き続き考えて行っていく。小中学部とも、学齢に合
わせてできるだけ自分たちの力で交流をしていくことを目指し、そのため
の準備を行う。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

○地域との連
携

地域連携活動の推進
地域と連携した活動「北山ふれあい企
画」の満足度の割合を90%以上にする。

・「北山ふれあいサマーキャンプ」「ふれあい冬の北山まつ
り」を、より実情にあったものに改善し、充実感を味わえる企
画とする。
・地域連携活動についてふれあい通信やブログ等で情報発
信していく。

・「ふれあいサマーキャンプ」「ふれあい冬の北山まつり」の
内容について、企画部で協議・検討を行い、充実した活動
になった。
・ふれあい企画の成果に関しては、児童・生徒の94.1％が
「満足90.2％」「ほぼ満足3.9％」としている。

・様々な行事を通して、保護者・地域・学校でコミュニケー
ションをとり、連携を深めていく。
・北山の教育を一緒に考えていく組織を作り、地域の教育
力を活かしたり、地域のニーズを反映させた活動内容にし
ていく。

○小中一貫教
育

小中一貫教育の推進

・小中一貫教育のよさを実感する教職
員・保護者の割合を90%以上にする。
・小中一貫教育のよさを実感する児童生
徒の割合を90％以上にする。

・小中一貫教育のねらいを確認して活動にとりかかるように
する。
・６年生のリーダーシップを育むために出番・役割を増やす。
・ブロック別の活動を充実させることで、4年生、7年生のリー
ダーシップを育てる。

・「小学部と中学部が一緒になって勉強する学校のよさ」を
実感している児童生徒は94.3％であった。
・「小中一貫教育のよさ」を実感している保護者は92.3％、
教職員は90.5％であり、目標値を達成できた。

・児童生徒数が年々減少傾向にある中、５～９年生が行う児童生
徒会活動は組織や活動内容を精選していく必要がある。
・６年生が主体となる活動について検討を重ね、出番・役割を増
やす。
・ブロック集会は、４年生と７年生の企画運営・コミュニケーション
能力の育成に効果を挙げており、今後も推進していく。

○危機管理体
制

危機管理意識の高揚

・危機管理マニュアルの共通理解を図
り、児童生徒の安全確保を確実に行う。
・校内外の危険箇所を知らせ、児童生徒
の安全に関する意識を高める。

・危機管理マニュアルの内容を全職員で確認し、児童生徒の安全を確保
できる行動がとれるようにする。
・危機的事象を想定した避難対応訓練を計画的に実施する。
（火災・地震・不審者対応など）
・施設設備の定期的な安全点検を実施し、危険箇所が発見された場合は
迅速に対応する。

・「児童生徒が事故や事件に遭わないように安全指導を行った」教職員
は90.9％で、やや低下した。保護者は、昨年とほぼ同様の98.1％が「学
校は安全指導を行っている」と捉えている。
・「不審者対応」と「火災・地震」避難訓練を２回実施し、教職員・児童生
徒共に危機的事案を想定した訓練が真剣にできた。
・各担当で、施設設備の安全点検を行い、不具合があれば迅速に対応
した。

・日常に潜む危機を念頭におき、小学部の集団登校は、随時、指導を入
れる。また、保護者・地域と連携した「豪雨災害対応避難訓練」を実施す
る。
・危機的事象を想定した避難訓練だけでなく、日常の中で、児童生徒が
安全について考える機会を持たせ、危険回避ができるように指導する。
・校外の危険箇所の追加等があれば児童生徒や保護者に知らせ、安全
に登下校ができるようにする。

●業務改善・
教職員の働き
方改革の推進

教職員の連携促進

・会議や事務の効率化を図り、教職員が
児童生徒と向き合う時間を確保する。
・タイムカードで勤務時間を意識し、限ら
れた時間内で最大の能力を発揮する。

・レジュメに、項目ごとの目安の協議時間を記載し、司会者
は、最初に終了時刻を確認する。
・提案者は、協議してほしい要点を簡潔に提案する。
・定時退勤推進デーを中心に互いに声をかけ合い、時間外
勤務を減らす。

・レジュメに項目ごとの協議時間を記載することで、簡潔な提案を促し、
児童生徒と向き合う時間の増加につながった。
・提案者が、要点をおさえた説明を工夫し、概ね簡潔に提案できた。
・定時退勤推進デー設定し声かけを行ったが、徹底まではできなかっ
た。また、日頃の時間外勤務を大きく減らすまでにはいたらなかった。

・職員会議のペーパーレス化は、互いの負担軽減につながった
ことから、今後も継続して行う。
・会議における提案について、簡潔に説明できる工夫を継続して
行う。
・定時退勤推進デーを継続し、業務時間を意識させることで、日
頃から見通しをもった業務遂行にあたる。

○総合的な学習の時間

北山地区における諸
課題の発見・追究を
通して、ふるさとに誇
りをもち、生き生きと
活動する児童生徒の
育成

・「ふるさと北山(富士町）」について学び、
ふるさとのよさを意識する児童生徒の割
合を90%以上にする。
（中後期アンケート実施）

・「総合的な学習の時間」の全体計画に沿って、地域の施設
や人材を活用し、地域と連携・交流する活動を、学年または
ブロック単位でテーマを決めて計画・実施する。

･各学年の「総合的な学習の時間」の計画に従い、その分野の専
門家や実際に仕事としている方と連携し、学習を進めていくこと
ができた。
・「ふるさと北山(富士町)」の学習をして、北山のよさに気づいた児
童生徒が94.2％と意欲的に取り組むことができた。

・どの分野の専門家、または職人さんなどがいて、学習活動に連携でき
るかをデータバンク化することで、担当者が変わったり、地域をよく知ら
ない職員が担当することになったりしても、スムーズに計画を進めること
ができるようにする。
・中期・後期の総合学習の発表会では、学んだことを保護者や地域にも
発信し、さらに地域との連携や交流を深めることができるようにする。

○幼保小中連
携

北部保育園との相互
理解及び連携

・北部保育園の保育・教育内容について
意見交換の機会を３回設定する。
・児童と園児の直接交流を年３回以上行
う。

・富士町内の３小学校、２保育園合同の富士町内幼保小連携会議を６月
と２月に実施し、情報交換を行う。
・夏季休業中に小学部全職員で保育参観に行き、次年度入学する年長児
についての情報を共有する。
・児童園児の直接交流として、５月の実習田での泥遊び、２月の学校体験
等を行う。

・各園児や各児童の情報を出し合い、子どもの育ちに関する共通
理解を図ることができた。
・悪天候のため、夏季休業中の保育参観は２学期に実施した。年
長児についての詳細な情報を共有することができた。
・主に学校行事を通して、園児と児童の交流を図ることができた。

・幼保小会議も年２回でよいと考える。
・保育参観の目的を明確にして園訪問を行うことが大切だ
と考える。
・学期に一度の交流でも充分である。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

基礎・基本の定着

１２月調査の正答率を、県の十分達成比
　５年生…国語１．１０、社会１．１０、算数１．２０、理科
１．２０
　６年生…国語１．１０、社会１．１０、算数１．００、理科
１．１０
　７・８年生…国語・社会・数学・理科１．１０、英語１．１５
以上にする。

・北山校授業モデル（つかむ→見通す→考える→深める→ま
とめる）を徹底し、児童生徒が見通しを持ってすすんで学習
する授業を全校で徹底する。
・放課後補充学習（小学部…火・金）（中学部…水曜日）を行
い、学習内容の確実な習熟を図る。

・小学部の１２月調査では、４年生は、国語、社会、理科、６年生は、国語、理科
において、県の十分達成比１．００を上回った。経年比較で見ると、５年生、６年生
共に伸びが見られた。
・中学部の１２月県調査では、７年生では英語、８年生は国語と数学において、県
の十分達成比１．００を上回った。経年比較で見ると８年国語は伸びが見られた。
しかし、その他の教科は目標に及ばなかった。

・今後も北山校授業モデル（つかむ→見通す→考える→深める→まとめる）を意
識した授業実践に取り組む。
・児童生徒の考えを発表させたり、友達の考えを聞いてまとめさせたりするとき
に、思考力の６項目（比較・順序・分類・推理・理由付け・定義付け）を意識させる
ような発問をして、論理的思考力の向上を目指す。
・放課後補充学習で、学習習慣の習得と基礎基本の定着を図る。

思考力を伸ばす授業
力の向上(言語活動
の充実)

・職員の言語活動の充実や思考力を深
める手だてをとることができているという
評価指数を85%以上にする。

・前期・中期・後期の各ブロックごと１回ずつ、計３回の全体授業研を行
い、論理的思考力を伸ばす授業法の研究を進める。
・北山校授業モデルをさらに工夫し、「考える」「深める」段階での、児童生
徒の思考の可視化をしたり、話し合い活動を活発にしたりすることでその
変容を把握し評価することで、思考力向上に生かす。
・全体授業研究会では、指導主事等の講師を招き指導助言をもらうこと
で、職員の授業力向上に生かす。

・計画的に全体授業研を行い、校内研究のテーマに沿った授業法の研
究を行うことができた。また、外部からの講師の指導助言をもらい授業
法についての研修を深めることができた。
・北山校授業モデルについての掲示物等を活用して、児童生徒にも授
業の思考段階が分かる授業に取り組んだ。
･教師が北山校授業モデルを授業の中で意識して行うことで、児童生徒
の思考力を高めることができた。

・引き続き講師を招聘しての全体授業研を行い、授業法の
研究を深めていく。
・児童生徒の思考力向上を目指してワークシートや教具、
教師の発問などの開発や研究を行う。
・北山校授業モデルをさらに活用した授業展開をする。ま
た、話し合い活動を充実させる指導を行う。

家庭学習の充実
(自学ノートの活用)

・家庭学習時間の平均が、各学年の目
標時間を超える。

・家庭学習の手引を年度当初に配付し、年間を通して活用できるようにす
る。
・小学部の自学週間を中学部のテスト期間にあわせて設け、学校全体で
家庭学習の雰囲気を高める。
・自学週間、テスト期間にチェックカードを配布し、家庭学習の実態を把握
する。
・自学ノートの仕方を指導したり、良い取り組みを掲示したりする。

・家庭学習の手引きを4月に全学年に配布し、1学期の初めだけではなく年間を通
して活用するよう共通理解を図った。
・アンケート調査によると自学ノートの取り組みに関して「自学ノートは自分の学
力向上に役立っている」と考えている児童生徒は、６月は98％、１２月は86％と下
がった。
・自学ノートの良い取り組みを掲示したり、教職員によるほめほめカードを貼った
りし啓発に努めた。

・今年度に引き続き、家庭学習の大切について年度当初の懇談
等で保護者にも伝え、共通理解を図る。
・自学ノートの良い取り組みを掲示し、児童生徒がお互いの良さ
に気づき、高め合うことができるような工夫をする。また、通信等
で、掲示板の紹介をすることで、保護者への啓発をさらに促した
い。

○読書指導 読書活動の推進
・児童生徒の読書意欲を高め、たくさん
本を読めるよう指導した教職員の割合を
６0％以上にする。

・毎日の朝読書の取り組みの中で教職員も読書に取り組む。朝の会帰り
の会などで本についての話題を取り上げる。
・新しい取り組みとして、児童生徒が貸し出し冊数を競いながら楽しく取り
組める「どくしょのまち」を実施する。
・中学部では国語の時間を使って学期に１回程度「ビブリオバトル」に取り
組む。
・食育と連携を図り、できれば本の内容にちなんだ給食メニューを取り入
れてもらう。

・毎日の朝読書の取り組みで、読書の習慣化が図れた。また、児童生徒の読書
力の実態が見え、個人の力に合わせた読書指導が行いやすくなった。
・図書室前の掲示物や図書紹介コーナーの充実で来館への関心をもたせること
ができた。
・児童生徒の文化委員会の活動と合わせた、読書目標（小学部100冊・中学部50
冊）の取り組みは、表彰で互いに刺激を受け合い意欲的であった。
・中学部での「ビブリオバトル」は実施できなかったが、「ブックトーク」を行った。

・「朝読書」の習慣化は図れたので、質を上げる取り組み（良書の
紹介）を行う。
・「読書の町」の取り組みは、小学部では、効果があったが、中学
部では、個人の傾向や読書レベルの実態に合わせ、「ブックトー
ク」などに変えていく。
・読書目標（小学部100冊・中学部50冊）は、継続し達成者の人数
を増やしていく。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

○特別支援教
育

個に応じた支援体制
の確立

・特別支援教育コーディネーターを中心
に，生徒指導担当者と教育相談担当者，
関係機関と連携を図り、幅広く支援活動
を行い，職員が特別支援教育の充実を
図る取り組みについて「よくできた」「だい
たいできた」の割合を90%以上にする。

・全ての児童生徒について個別の指導計画を作成し、それを素に共通理
解を図り、支援活動を行う。
・佐賀県スクールカウンセラーによる授業実践及び職員研修の開催、また
学校生活支援事業における巡回相談員を招聘しての研修会を計画する。
・生徒指導、教育相談との連携を図り、子ども支援会議を介して全職員で
情報交換を行う。

・支援を必要とするすべての児童･生徒に対して、個別の教育支援計画を作成
し、個に応じた支援を行った。
・スクールカウンセラーによる授業、東部教育事務所の指導主事を招聘しての職
員研修の開催、また学校生活支援事業における巡回相談員を招聘しての研修会
を行った。
・気になる児童・生徒に関しての接し方、対応について研修し、職員の91%が理解
できたと回答している。（41％が「できた」50％が「だいたいできた」）

・子ども支援会議では、報告だけでなく事例研を行う等、会の持ち方を工夫する。
・生徒指導、教育相談との連携をさらに深める。
・毎月実施している子ども支援会議だけでなく、教務センターでの日常の会話で
も情報交換ができる雰囲気をつくる。
・巡回相談や専門家による研修会で、特別支援教育に関する理解を深める。
・４月の早い時期に教育支援計画の書き方や意義について先生方に伝える。

●健康・体つく
り

健康な体づくり

・視力がＣ以下の受診の呼びかけと、む
し歯の治療率を６０％以上にする。
・感染症罹患者（インフルエンザ等）を昨
年度よりも減少させる。
・保健体育の授業が楽しいと言える児童
生徒を90%以上にする。（中後期アンケー
ト実施）

・保健だよりを毎月発行して呼びかける。また、職員や委員会活動でも呼
びかけを行う。
・健康観察を徹底し、手洗い・咳エチケット（マスク）、換気等の呼びかけや
環境衛生の改善に努める。また、家庭と連携して感染症予防ができるよう
に、保健だよりや担任を通して情報伝達をする。
・合同体育により、団体競技等を積極的に取り入れ、異学年での交流を行
う。

・保健だよりで、視力検査や歯科検診結果の周知を図り、受診の呼びかけをし
た。また、児童生徒会保体委員の活動で、むし歯の治療を呼びかけ、治療率が
62.5％となり、目標値を達成できた。
・「学校は、子どもたちが健康で逞しい体になるよう指導している。」と感じている
保護者は94.2％であった。それに対して「指導した」と答えている教職員は84.2％
だった。
・アンケート結果から、保健体育の授業が「楽しい」と答えた児童生徒の割合は
95％であった。（中後期）「どちらともいえない」と答えた生徒の理由は、競技に
よっては苦手なものがあるからと答えている。

・学校で、健康に関する指導をした内容について、保健だよ
りを通して保護者へ伝え、共有する。また、保健だよりを教
職員にも配布し、共通理解を図るようにしたい。
・ダンスや水泳の合同体育については、計画的に時間の確
保ができるように年度当初に教務部と時間割の調整を行
う。

●は共通評価項目、○は独自評価項目

①感謝ー豊かな心ー
　・毎年の課題である「正しい言葉遣い」についての肯定的評価は、児童生徒92.3％、保護者69.2％、教職員82.6％という結果となり、児童生徒、保護者ともに昨年を上回ったが、保護者の評価は昨年同様に低く、教職員は昨年を下回った。
　・「いじめのない支持的風土づくり」についての肯定的評価は、昨年より児童生徒は10.1％、教職員は5.3％下回った。
②絆づくり
　・小中一貫教育のよさを実感している割合は、ここ数年連続で児童生徒、教職員、保護者とも90％以上あり満足度が高い。地域連携活動においても、北山校ならではのさまざまな特色ある活動が地域・保護者・学校の密な連携により開催できた。
　・ふるさと北山について学ぶことで、90％以上の児童生徒が北山のよさを実感している。総合的な学習の時間は、北山の施設や人材を活用しながら主体的に学習を進めた。発表会でも活発な質疑応答が行われ、大変充実した機会となった。
③学力向上
　・一昨年度からの取り組みである「家勉がんばろう週間」や、継続した取り組みである「自学ノート」の展示、北山校授業モデルの徹底などにより、特に基礎学力の定着については、児童生徒94.2％、保護者94.1％、教職員100％という昨年度並みによい結果
だった。

※次年度は、今年度の取り組みの中で成果のあったものは継続していく。次年度の課題となる「あいさつ・返事」「正しい言葉遣い」については、児童生徒会活動で重点的に取り組みながら、道徳や学級活動などを活用して指導の徹底を図り、保護者や地域
の方々により一層協力を依頼していく必要がある。また、いじめの未然防止や早期発見、早期対応について、現在の取り組みを継続しながらさらに安全・安心な学校づくりに努めていく。

B

達成度

Ａ

Ａ

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目（あれば記入）

教
育
活
動

４　　本年度のまとめ　・　次年度の取組

B

A

A

A

B

B

③　「全力」―　学力向上

○人と関わる
力の育成

A

達成度

A

A

A

②　「絆」―　絆づくり

達成度

B

A

A

達成度

３　目標・評価

①　「感謝」－豊かな心

A

B

A

教
育
活
動

教
育
活
動

●学力の向上

２　本年度の重点目標

感謝・絆・全力
～小中一貫教育と各種交流活動によって
自主・自立に向かう児童生徒の育成～

① 「感謝」―　豊かな心【キーワード：　自他の生命尊重　　他人を思いやる心　】
②　「絆」―　絆づくり【キーワード：　人間関係力の向上　　ふるさとへの愛、誇り】
③　「全力」―　学力向上【キーワード：　基礎・基本（学習・生活習慣）定着　　思考力・判断力・表現力
向上　　体力向上】

教
育
活
動

●心の教育

学
校
運
営

重点目標を具体的に評価するための項目や指標を盛り込む

達成度 Ａ：ほぼ達成できた

Ｂ：概ね達成できた

Ｃ：やや不十分である

Ｄ：不十分である

資料


